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1111. . . . はじめにはじめにはじめにはじめに    

近年，インターネットにおいて，質問回答サ

イトの利用者が急増している．一方で，ユーザ

ー数の急増に伴い，質問者に対する適切な回答

者を引き合わせが難しい等の質問回答サイトに

おける問題も顕著になりつつある． 

本研究では，このような問題を解消すること

を目的として，質問回答文の印象に着目して，

質問者に対して適切な回答者を引き合わせる手

法について検討してきている． 

これまで，12組 60個の質問回答文に対して印

象評価実験を実施した結果，質問回答文の文体

や内容を表す印象は 9 因子により表現されるこ

とを示してきた [1]．また，文章の特徴量から文

章の因子得点の推定を行った結果，良好な推定

結果が得られた [1]．さらに，質問文と回答文の

因子得点間の距離，ならびに，その距離の小さ

な回答者の出現回数を考慮することで，質問文

に適切な回答を施すことが予期される回答者を

選択することに役立てる可能性を示した [2]． 

本論文では，この観察に基づき，出現回数と

距離に基づいたスコアに応じて，適切な回答者

を決定し順位付ける手法を提案し，評価する． 

 

2222. . . . 質問文への適切な回答者の探索質問文への適切な回答者の探索質問文への適切な回答者の探索質問文への適切な回答者の探索    

2222....1.1.1.1.    提案提案提案提案手法手法手法手法    

新規に投稿された質問文に適切に回答するこ

とが可能な回答者を選択する手法を提案する．

提案手法では，次の 2 点の基準に応じて，適切

な回答者を決定し，順位付けする． 

1)質問文と回答文の因子得点の距離の昇順で上位

N件の回答文内での回答者の出現回数 

2)複数の回答者が同じ回数出現した場合，
k
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の合計．ただし，
k

Score は式(1)より求める． 
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有するスコア Sは式(2)により求まる． 
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回答文数 N は予備考察により 100 に設定した． 

 

2.22.22.22.2....評価評価評価評価    

2.22.22.22.2....1111....    データセットデータセットデータセットデータセット    

提案手法を評価するために印象評価実験を実施

する．2004 年から 2005 年に Yahoo!知恵袋[3]に

実際に投稿された 3 組の質問回答文（オークシ

ョン，パソコン，恋愛相談を各 1 組）を実験に

使用する．質問文に対して，距離の昇順で上位

100件以内に入る回答文を使用する．    

    

2.22.22.22.2....2222....    客観的な適切客観的な適切客観的な適切客観的な適切度度度度の獲得の獲得の獲得の獲得    

提案手法を評価するために，データセット内

の質問文に対する回答文の適切度を実験的に獲

得する．12 名（22～29 歳の男性 9 名，女性 3

名）の被験者に対して印象評価実験を行った．

被験者には，まず質問文を読んでもらった後で，

各回答文を読んでもらい，回答文を施した回答

者が質問文に適切な回答を施すことが期待でき

る度合いを，5 段階（5：非常に期待できる，4：

期待できる，3：どちらともいえない，2：あま

り期待できない，1：全く期待できない）で評価

を行ってもらった．実験素材には同一回答者が

施した回答文が複数あったが，この旨は被験者

に伝えていない． 

性差が印象評価に影響を与えるかどうかを調

べるため，男性 9 名分の回答と女性 3 名分の回

答に対して，有意水準 1%で t 検定を実施した．

検証の結果，男性の回答と女性の回答との間に

有意差が確認された．したがって，男性の回答

と女性の回答は別々に分析を行った． 

 

2.22.22.22.2....3333....    評価手順評価手順評価手順評価手順    

スコアの平均値，距離と比較することで，提

案手法を評価する．スコアの平均を用いた手法

は，各ユーザーの回答文のスコアの平均値のみ

に基づいた順位付けである．距離を用いた手法

は，各ユーザーの回答文のうち質問文からの距

離が最小の回答文に基づいた順位付けである． 

各手法の妥当性を適合率と再現率により評価

を行う．適合率は，検索回答者数に対する検索

正解回答者数の比率である．正解回答者とは，
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「最良の適切度が閾値 n以上の回答文を含む回

答者」とする．再現率は，正解回答者数に対す

る検索正解回答者数の比率である．適合率と再

現率は，閾値 nを 4.0～2.0の間で 0.5刻みで設定

して求める． 
 

2222....2.2.2.2.4444....    評価結果評価結果評価結果評価結果    

男性の回答と女性の回答を別々に分析する．

n=3.5 の時，恋愛相談では正解回答が 1 個しか得

られなかった．n=4.0 の時，オークションとパソ

コンでは 2 個しか正解回答が得られず，恋愛相

談では正解回答が無かった． 

紙面の都合上，ここではオークションの文章

に対する結果のみを示す．男性の回答を提案手

法，スコア平均，距離で評価した結果を，それ

ぞれ，図 1，図 2，図 3 に示す．また，女性の回

答を提案手法で評価した結果を図 4に示す． 
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図図図図 1111: : : : 男性の結果（提案手法） 
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図図図図 2:2:2:2:    男性の結果（スコア平均） 
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図図図図 3: 3: 3: 3: 男性の結果（距離） 
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図図図図 4444: : : : 女性の結果（提案手法） 

 

2222....5555....    考察考察考察考察    

5.2=n の時は，提案手法を十分に利用するこ

とが可能であると考えられる．したがって，平

均程度以上の回答者を選択できると考えられる． 

スコアの平均値に基づく手法や距離に基づく

手法と比較すると，提案手法は，より高い適合

率を示しているので，他の手法を上回っている． 

女性の回答に関して，n=4.0 の時，提案手法は

良好な結果を示している．この結果は，被験者

数が 3 名であることに基づいた可能性があるの

で，被験者数を増やした再検証が必要である． 

より高い適合率を得るためには，新規に投稿

された質問文に適切な回答を施すことが可能な

回答者を探索する可能性を検証する段階で，カ

テゴリーも考慮に入れたうえでデータセットを

設定する必要があると考えられる． 

 

3333. . . . おわりおわりおわりおわりにににに    

出現回数とスコアに応じて適切な回答者を決

定し順位付ける手法を提案し，その良好性を示

した． 

回答文の客観評価値の推定，ユーザーの特徴

の解明などが今後の課題である． 
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